
影⾧く伸びる塔のような建物の裏で
待っているよ、な気がしてならない

きみどりとピンクの
ひかるしっぽゆらして水玉模様あしらったいきものたちが集いくる夜

森の外れが

この都市の路地裏へとつながる

奇跡みたいな

一千一秒のものがたり

ラクダに乗った旅人が

針の穴を通過して

砂漠に迷い込む

ここはまひるみたいに明るいね

わたしはあなたでもなくあなたはあなたですらなくひとのかたちを失ってひさしくイマはなにか概念みたいなもの

影⾧く伸びる塔のような建物の裏で待っているよ、な気がしてならない

創「あなたが」

影⾧く伸びる塔のような建物の裏で待っているよ、な気がしてならない

創「影⾧く伸びる塔のような建物の裏で待っているよ、な気がしてならない」

誰かが

創「きっと明日は好日」

※歌パート
一、

二、

三、

※語りパート

※歌パート1回repeat　三辺りで yuuアカペラになりゆったり終わる


